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＜連絡事項＞
・本日から面会制限解除となっています。受け持ちスタッフでご家族様へ連絡お願いします。Ｂユニットにチェック表を置いているので、連絡後に記入してください。
＜患者様連絡事項＞
・栗山　ヒテ様：4月11日14時退院予定。大川PSWよりケアマネより連絡があり、退院後サービス調整の為、退院サマリー1部希望あり、担当スタッフは準備お願いします。
・西澤　信様～以前に比べて準夜帯は入眠できている傾向にありますが、深夜帯1～3時の間に覚醒し以後、浅眠で経過していることを主治医へ報告。臨時薬がゾルピデム酒石酸塩錠→ブロチゾラム錠(0.25) 1T　1×ねる前に変更となり7日分処方となっています。引き続き、夜間の睡眠と日中の覚醒状態の観察をお願いします。
・大久保　健作様～11：00むろおか様の送迎で妻様が来院し自宅へ外出しています。17：00帰院。自宅での様子は鉢等を一輪車で運んでいたとのこと。疲労感あり「腰が痛かった」と話されています。作業時間は2～3時間とこと。落ち込んだ様子なく帰院後も笑顔見られ活気あり。面談の日程はまだわからないとの事で来週外出希望あり電話いただくこととしています。
・櫻井　紀子様～臨時薬のイクセロンパッチ18㎎が定期薬へ変更となり処方となっていま
す。
・織笠　キヌエ様～ケアマネージャーの大下氏来院。本人の状態を伝え、本人とも面会しています。三沢市の特養「ひばり苑」の系列が造設中で、随時受け入れをしているとのことです。今回の情報を施設へ伝え、施設職員と再度訪問に来ることになるかもしれないとのこと。介護保険更新し、介護度5（有効期限はＨ32.1.31）となっています。
・角谷　守道様～ケアマネージャー畑崎様より。有料等の施設入所申し込みを進めてはきたが、どこもお断りされている状態。家族と協議の結果、みちのく記念病院へ転院の方向で進めていきたいと意向があり。それに伴い当院へ紹介状作成の依頼があり、作成後ケアマネへ連絡することとしています。
・中居　伊佐男様～ケアマネージャー　ウメハナ様より。4月17日10時に本人様との面会の予定となっています。また、増床中の有料老人ホーム『南郷サンパークヴィレッジ』に7月入所できる可能性が高い事を、包括職員より家族・ワーカーが情報提供を受けていたが、5月にも退去者がいる為入居できる可能性があり、その事については家族に今後話をしていき、本人様の状態をみたうえですすめていくとの事。
・小向　武雄様～右拇趾に切り傷がある為、ゲンタマイシン軟膏とガーゼ保護の処置
の4/16(月)までの指示貰っています。
・川村　喜一様～成年後見人の田中氏来院。本人の状態を伝え、本人と面会していま
す。五戸町包括支援センターとのやり取りをしており、特養「素心苑」の系列で小規模多機能を申し込んでいるとの事。こちらで把握していたのは、五戸町包括支援センターでは特養のみ申し込みをするという話であったため、成年後見人には老健やグループホームを申し込んで欲しいこと伝えています。まずは、ケアマネをつけ、退院後は八戸市と五戸町のどちらで施設を探すか、五戸町包括支援センターの方と相談しながら進めていくとの事。何か動きがあれば、都度報告して下さるようお願いしています。
・木田　博暢様：ご家族面会あり。歩行訓練に関しては、積極的に希望されず、自宅での退院ができるのであれば、トイレなどは家族の手を貸し移れる程度でいいとのこと。現在は褥瘡ある為、褥瘡の治癒を優先させていいとの事。糖尿病に関しては本日採血行っているので、分かり次第お伝えする事で了解される。
＜要注目患者様＞
・達中　靖子様～血圧144/99㎜Hｇで14：00再検にて140/98mmhgで高値続いています。眩暈の訴えはありませんが、歩行時ふらつきありスタッフの付き添い要しています。右下肢の痺れの訴え聞かれています。身体症状の観察お願いします。
・大久保　健作様～日中はAユニットで過ごし、希死的な言動なく経過していますが、やや表情の硬さ目立ちます。帰院後の精神症状の観察お願いします。
・坂上　忠三郎様～昨日は夜間不眠で経過。6:15額に3㎝×1.5㎝の擦過傷発見。本人は「さっき、そこでつまずいた」と訴えあり。体温36.6℃、脈拍66回/分、血圧128/70mmHg。他外傷や四肢の痺れはなく6:55 当直医 深澤Drへ報告にて経過観察の指示あり。日中は傾眠傾向にあり介入していますが、疼痛の訴えや歩行状態に変わりはありません。転倒に注意して見守りしてください。
・居ヶ内　よね様～昨日の準夜帯で0:00頃より覚醒し大声での独語頻回の為、0:15不眠時継続指示ゾルピデム（5）1T内服しています。 

本日も午前中より頻回に大声で叫び不穏さある為15：20不穏時継続指示のリスペリドン内容液（0.5）1P内服。午前午後と離床時間を設けていきましょう。
・中市　正治様～4：00のオムツ交換以降7：00～8：00までの間にシーツに達する尿失禁が目立ちます。食事の時間ギリギリまで臥床している事も原因と考えられる為、7：30頃には離床していきましょう。また、オムツの中に手を入れている事もある為、こまめにカバーのずれを直してください。
・水野　和子様～朝食：75ml、昼食：10ml摂取。点滴試みていますが血管脆弱の為、中止しています。
・工藤　ツイ子様～朝昼ともに食事は数口のみ。服薬は出来ています。点滴漏れあり差し替え行っています。
・櫻井　紀子様～昨日、準夜帯20：05車椅子離床中、右前腕に1×1cm大の皮膚剥離発見。20：10当直医深澤Drに状態報告しガーゼ保護の指示あり施行しています。裂傷である為、主治医へ報告しファスナート固定しています。トランスファーやベッド柵等、裂傷の原因を確認し対応を検討していきます。
・西澤　信様～夜間、浅眠で経過しています。日中は傾眠あり介入しています。また昨日、下剤服用している事もあり、4回ほど便失禁しており臀部の発赤あり。アズノール軟膏塗布してください。
・小向　武雄様～昨日より深夜1：00からオムツカバー(パッド陰部巻き)を装着する事としていますが、それでも深夜帯にて衣類まで失禁しています。本人がオムツを弄ってしまうのか確認してください。また、陰茎が上向きである為、尿取りパッドの巻き方を工夫してみてください。引き続き、観察お願いします。
・小館　晴様～2～3日前より不機嫌、易怒性、粗暴行為あり。いつから、何が原因で易怒的となっているのかを観察し電子カルテへ記載してください。明日、主治医へ情報提供していきましょう。
・工藤　蓉子様～本日、夫様の面会あり。2階へ上げていますが、本人は面会に対して拒否的で、夫様が一方的に話し掛ける様子も見られました。15分程で終了しましたが、面会後は疲れた様子で食事も摂取できませんでした。このような状態ですが、面会制限解除し今後は面会者が多く来院する事となる為、病棟全体で統一した対応をすべく面会の仕方を検討しています。
1 面会前に前回の面会後の様子を伝える。
2 本人の負担にならないようスタッフが介入し、必要であれば終了するよう促す。
3 疾病に関する理解が十分でない様子も見受けられる為、夫様の疾病への理解度を確認していく必要がある。その為、認知症、鬱に関する資料の作成を受け持ちスタッフで検討していく。
4 佐々木たま様が退院後より精神症状悪化している事から病棟の中で「楽しい」作業や会話ができる環境をOTと協力して提供していく。
※本人が興味のある作業や楽しく会話のできる環境をスタッフが作り、本人のケアに努めていきましょう。また、面会がスムーズにできるよう受け持ちだけでなく、日勤者が協力して家族と面会の際のケアをしていきましょう。
・福田　りわ様～ホールにて、大声で叫んでいる事あり介入要していますが、介入後も状態変わらず不穏である為15：00主治医へ報告し、レボトミン(25) 1T内服の指示あり、服用しています。
＜皮膚科診察＞
・栗山　ヒテ様～退院時のタベジールと軟膏2週間分処方いただいています。
・藤村　悦子様～右肩、左下腿、臀部に掻き傷あり。デルモゾールDP塗布の指示あり。
・工藤　ツイ子様～両拇趾→右拇趾のみに変更となっています。
・福田　りわ様～全身に掻き傷あり、オイラックス塗布の指示あり。
・大塚　キミ子様～腹部、両股関節に掻き傷あり、デルモゾールDP塗布の指示あり。
・草間　麗子様～右鼠経部はヘルペスの疑いあり、ビタラビン軟膏+ガーゼ保護の指示あり。
・水野　和子様～仙骨の処置は終了の指示あり。
・沢田　秋子様、川原　國子様、野月平　チエ様のタベジールは継続処方となっています。
＜褥瘡評価＞
・滝沢　繁倫様～【仙骨部】7→9点(浸出液1→3点)
　　　　　　　　【処置】アズノール+ラップ保護
　　　　　　　　　白色部分が多い。食事はメイバランスは4本/日飲用できています。また、極キザミに変更後は副食も摂取出来ていますが、残食多い状態続いています。3月の体重56.6㎏(BMI：20.7)以降、体重測定が未実施。毎週木曜日に測定予定ですが、実施出来なった場合は翌日に申し送り確実に実施してください。
・居ヶ内　よね様～背骨は治癒しています。
・南　サイ様～左臀部は治癒していますが、12月から毎月、褥瘡の発生を繰り返している為、臀部の保護としてパーミロールを貼付してください。
・木田　博暢様～【左臀部】9点　
【処置】アズノール+ラップ保護
オムツによる爛れの可能性あり。治癒後、パーミロール貼付していきます。また、その他の部位も保護の為、必要部位は貼付していきます。
　　　　　　　　【左踵部】16点
　　　　　　　　【処置】アズノール+ラップ保護
　　　　　　　　　皮膚状態を観察し、創部の除圧に努める。

　　　　　　　　【右踵部】5点
　　　　　　　　【処置】プロペト軟膏塗布
　　　　　　　　　保湿していく。処置がズレている場合は都度直してください。

